
代表取締役社長 兼 CEO

「おどろき、快適、仕事と暮らし」

キングジムは、1927年、東京・東神田の地で産声をあげ
ました。創業者の宮本英太郎は、人の役に立つものをつく
ることが好きな「町の発明家」で、はがきの住所と名前の
部分を切り取って、住所録として整理できるアイデア商品

「人名簿」を発明しました。「これまで世の中になかった商
品を開発する」という発想は、創業当時から現在に至るま
で脈々と続く当社のDNAです。「人名簿」に続き、ノート、
バインダー、ファイルと、文具事務用品の取扱品目の幅を
広げていきました。1961年に社名を「株式会社名鑑堂」か
ら「株式会社キングジム」に変更し、1964年、今も多くの
オフィスでお使いいただいている「キングファイル」を発
売して、売上も順調に伸びていきました。

1980年代になると、オフィスのOA化が進展し、社
会全体でペーパーレスが叫ばれるようになり、社内に
危機感が芽生えはじめました。新たな時代に対応で
きる事業をつくることを目指し、電子製品の開発プロ 
ジェクト、通称「Eプロジェクト」を発足させました。E
プロジェクトのチームが初めて電子製品を開発する
上で考えたのは、ファイリングのノウハウを生かし
て電子的な文具をつくれないか、ということでした。 

「ファイルの背見出しのタイトル書きを何とかしよう」
というアイデアが出て、「テープ状のものに、文字を手軽
に印刷できる製品」とコンセプトが決まりました。それ
まで電子製品の開発に全く関わったことのなかったプロ
ジェクトメンバーにとっては試行錯誤の連続でしたが、
次々に発生する課題を一緒に開発を進めた会社と協力し
ながらクリアし、1988年にラベルライター「テプラ」が
誕生しました。「テプラ」は「キングファイル」同様、今な
お、たくさんの方にお使いいただき、当社を支える基盤
事業に成長しました。

次に当社の大きな転換点となったのは、2008年に
発売したデジタルメモ「ポメラ」です。テキスト入力専
用の電子端末なのですが、一人１台パソコンを所有す
る時代に、テキスト入力しかできない商品が果たして
受け入れられるのだろうか、と開発会議で議論になり
ました。企画不採用のムードが漂う中、出席者の一人
が「待ち望んでいた商品だ」と絶賛しました。移動が多
く、文章を頻繁に書くその出席者が求めていたのは、イ
ンターネットもできて音楽も聴ける、多くの機能を備
えたパソコンよりも、持ち運びできる軽さで文章を入
力したいときにすぐに起動できる、テキスト入力に特
化した端末だったのです。たった一人でも熱烈に支持
する人がいるならと、「ポメラ」は商品化に至りました。

発売直後、あえて機能を絞り込むという点がネット上
で大きな反響を呼び、世の中になかった新ジャンルの
商品として広く知れ渡りました。こうして当社を代表
する電子文具として成長した「テプラ」と「ポメラ」は、
発売以来多くのお客様にご愛用いただき、2023年秋に
は「テプラ」は35周年、「ポメラ」は15周年を迎えるこ
とができました。

当社の歴史を振り返ると、経営理念「独創的な商品を開
発し、新たな文化の創造をもって社会に貢献する」をまさ
に体現し続けてきました。社員全員に理念が根づいてお
り、すべての行動の原点になっています。これからも、経
営理念のもと、キングジムらしさを追求していきます。

2021年7月に、コーポレートメッセージ「おどろき、
快適、仕事と暮らし」を策定しました。「キングファイ
ル」や「テプラ」など、「仕事」の場面で使用する文具事
務用品が当社の事業の中心でしたが、グループ会社で
展開するインテリアライフスタイル事業のグループ売
上に占める割合が増加し、事業領域を拡大しつつある
中で、「暮らし」においても快適さをこれまで以上に提
供していきたい、という思いを表しています。「おどろ
き」という部分がキングジムらしさであり、世の中にな
い商品、新しい概念の商品の開発に今後も積極的に取
り組んでまいります。

事業環境の変化と復調に向けた兆し

2023年6月期の連結決算は、増収減益の結果となり
ました。世界的な半導体不足による「テプラ」の品切れ
や、昨年好調だった手指消毒器「テッテ」などを含む衛生
用品の反動減、また、加速するペーパーレス化の波を受
けたファイル需要の減少により文具事務用品事業は減収
となりました。インテリアライフスタイル事業は、収納
用品を中心に売上が拡大した株式会社ぼん家具や、コロ
ナの規制緩和を受けて復調傾向のあるブライダルやフォ
トスタジオ装飾の需要を受け好調だった株式会社アスカ
商会、また、2021年11月よりグループ入りしたライフ
オンプロダクツ株式会社の売上も寄与し、増収となりま
した。

結果、当社グループ全体では増収を確保したものの、
事業環境の大きな変化を受けて減益となりました。急
激な円安の進行や物流費等の高騰に加え、高い水準にあ
る原材料価格が利益に大きな影響を与えました。当社グ
ループは、海外への販売よりも海外からの仕入の比率が
高いために、円安になると利益が減少する構造となって
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います。自助努力だけでは価格の維持が困難となり、一
部商品の価格改定を実施させていただきました。

お客様にご迷惑をおかけしておりました半導体不足
による「テプラ」の長期にわたる品切れに関しては解消
し、今後も安定した半導体供給を受けることができる見
込みとなっています。

また、2023年2月に株式会社エイチアイエムを吸収
合併しました。同社はキッチン用品や生活雑貨等の商品
企画やインターネット上での販売を行っており、そのノ
ウハウを当社EC事業部に取り込むことで、EC事業の拡
張を図ってまいります。

インテリアライフスタイル事業は、「アフターコロナ」
の内需もあり、順調に売上を拡大しています。今後も
M&Aによる事業領域の拡大を目指すとともに、グルー
プ各社と商品の共同開発・調達などにより、事業の業績
拡大、シナジーの創出に努めていきます。

第10次中期経営計画、そしてその先へ 
グループとして発展

第10次中期経営計画（2022年6月期～2024年6月
期）は、最終年度の目標を、売上高400億円、経常利益
2.8億円としています。

2020年からの新型コロナウイルス感染症拡大によ
り、世の中は大きく変わりました。テレワークが普及し、
ペーパーレス・デジタル化が急速に進行しています。人々
の暮らしにおいても新しい生活様式が求められ、生活に

おける価値観が変化しています。一方で、自宅で過ごす
時間が増えたことにより、巣ごもり需要やEC市場の拡
大といったビジネスチャンスも生まれています。また、
最近では訪日外国人旅行者の増加や多様性のある社会の
実現に向けた取り組みが強化されるなど、新たな需要も
見込まれます。

第10次中期経営計画では、「成長分野への注力」と「基
盤事業の更なる強化」の二つを方針として掲げ、これま
でのファイルに依存した収益構造から脱却し、事業領域
の拡大を目指します。

創業以来培われてきた、自由な発想による柔軟な開発
体制を強みとし、当社グループは「おどろき」と「快適」
を提供する新商品の開発によって発展してきました。こ
れまでにないスピードで社会が変化する中で、その変化
をいち早くとらえ、世の中が求める商品の開発に今後も
注力していきます。特に、オフィス・生活環境用品、イン
テリアライフスタイルといった分野は、引き続き需要が
旺盛な成長分野ですので、グループ全体で新商品の企画・
開発と拡販を進めていきます。
「基盤事業の更なる強化」に向けて、「テプラ」やステー

ショナリーの新たな用途・機能の提案や認知活動によっ
て需要の掘り起こしを図ります。また、グループ内の幅
広い販売チャネルの相互活用や、市場の拡大が見込まれ
るEC事業の売上伸長に取り組みます。

また、事業領域拡大の手段として、M&Aを積極的に検
討していきます。グループに新たな仲間が加わることに
よって事業の幅が広がり、先行き不透明な時代において、
経営体質の強化につながると考えています。グループに

迎え入れた会社と販売や開発、調達面において経営資源
を相互に活用してシナジーを創出し、グループ経営を推
進します。

さらに、中長期的な課題である、国内人口の減少やIT
化の急速な進行を見据え、グループ各社の特長を活か
し、互いの経営資源を補完しながらグループ全体で発展
することを目指していきます。当社グループは、変化を
チャンスととらえ、「おどろき」と「快適」を提供する新商
品の開発によって、これまでさまざまな壁を乗り越えて
きました。今後もグループが一丸となって、強固な経営
基盤の構築に邁進していきます。

サステナビリティ向上のための取り組み

企業活動において、社会課題の解決は重要な使命と
考えています。当社は経営理念「独創的な商品を開発
し、新たな文化の創造をもって社会に貢献する」にある
とおり、商品を通じてあたらしい価値を提供し、社会に
貢献してきました。この理念のもとで、持続可能な社
会の実現のための活動を継続していきます。

第75期（2023年6月期）有価証券報告書では、CO₂
排出量低減に向け、CO₂排出量を開示しました。また、
TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言へ
の賛同を表明し、TCFD提言の枠組みに基づいた気候変
動への対応について情報開示も行っています。ほかに、
2022年12月には東京都の「心のバリアフリー」サポー
ト企業に登録、2023年3月にはエシカル消費を広める
ための東京都のプロジェクト「TOKYOエシカル」にパー
トナーとして参加しました。また、役員および社員のサ
ステナビリティ意識の向上を図るため、さまざまな取り
組みを行っています。

環 境

「テプラ」の使用済みテープカートリッジの回収を、
20年以上にわたって行っています。回収したテープ
カートリッジは、リサイクル・リユースにより再び商品
に生まれ変わります。

また、表紙ととじ具を簡単に取り外すことができる「キ
ングファイル」をはじめ、環境に配慮した商品を多くラ
インアップしています。さらに、取扱説明書をWEB上に
公開して紙の使用量を減らしたり、パッケージを共通化
するなどの取り組みも積極的に行っています。今後も引
き続き、環境への負荷が小さい素材・技術を使用した商
品の開発を進めていきます。

社 会

「人材育成・社内環境整備方針」のもと、人的資本の充実
のため、より良い職場環境づくりに力を入れています。新
型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐために導入したテレ
ワークは、現在は社内に浸透し、時差勤務と組み合わせるこ
とで、自分らしい働き方が選択できるようになっています。

また、ダイバーシティを推進し、性別や年齢などによら
ず、すべての従業員が働きやすい環境を目指しています。
女性管理職の積極登用を進めており、その比率はまだ目
標には遠いものの、皆それぞれの職場で活躍しています。
2023年9月現在、役員の体制は、取締役（社外取締役含
む）11名のうち5名が女性、社外取締役は5名のうち4名が
女性となっています。

社員とのコミュニケーションの一環として、2021年に
「社長とお茶会」を開始しました。オンライン上で、希望
する社員と定期的に開催していますが、仕事以外の話題
も出る和やかな会となっています。

ガバナンス

当社の取締役会は、風通しの良い環境づくりを目指し
ており、社外取締役による第三者的立場からの率直な
意見が良い刺激となり、活発な議論が行われています。 
また、取締役会の実効性評価を定期的に実施し、結果の
フィードバックを行うとともに、取締役会の運営方法は
随時改善を図っています。

株主・投資家の皆様へ

当社は、「ファーストペンギン」になる、という考え方
を商品開発のモットーにしています。「ファーストペン
ギン」とは、魚を求めて群れを離れ、最初に海に飛び込む
1羽のペンギンのことです。天敵がいるかもしれない海
に最初に飛び込むことにはリスクが伴いますが、勇気を
もって飛び込んだ最初の1羽には真っ先に大きな魚をつ
かまえられる可能性があります。「ファーストペンギン」
のような先駆者となるべく、リスクを恐れず、これから
も果敢にチャレンジを続けていきます。

当社グループは、「キングジムらしさ」を大切にしなが
ら、株主・投資家の皆様、また、お客様や取引先をはじめ、
当社グループとかかわりのある方々のご期待に応えられ
るよう、さらなる企業価値の向上に努めてまいります。

皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜
りますようお願い申し上げます。
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